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地 方 議 員 の 系 列 化 過 程

新潟第3区 ・田中角栄越山会を中心に

星 ・ 明

は じ め に

この小論は,衆 議院新潟第3区 選出の保守系代議士によって,3区33市 町村の市町村議員・

県会議員,首 長が どのように系列化されているか,そ して現在起 こっている新たな系列化過程

はどのようなものかをみた ものである。

衆知のように,新 潟第3区 は田中角栄元首相の選挙区である。田中が,昭 和60年2月27日 ・

病に倒れたことを直接の契機 として,3区 政界ではさまざまな動きがみ られる。たとえぼ,新

たに国会議員への立候補を目指す人の出現,現 自民党代議士3人 のポス ト田中の主導権争いの

激化,田 中後援会新潟県越山会の組織内部の歪みの顕在化,越 山会県会議員の大量落選(13人

中5人 落選)等 々である。

昨年(昭 和61年)7月 の衆参同日選挙から今年4月 の統一地方選挙まで,ま さに選挙の季節

であったが,こ こでは,こ れらの選挙から国会議員による地方議員の系列化に関するデータを

取 りあげた。経験的かっ具体的なデータの収集は,当 該地域での聴 き取 りおよび地元紙 「新潟

日報」(中 越版)で ある。

1新 潟第3区 政界の概要

昨年(昭 和61年)7月 の衆 参 同 日選 挙 に お い て 自民 党 は圧 勝 した 。 新 潟3区 にお い て も 自民

党 は39.2%,田 中角 栄 の40.0%を 合 わ せ る と79.2%0の 得 票 率 が あ った。 前 回(昭 和58年)は 自

民 党28.8%,田 中 角 栄46.6%0で75.4%で あ っ た。 自民 党 は,現 在(昭 和62年8月),こ の定 数5

人 の3区 に3人 の代 議 士 を もって い る。 村 山達 雄(宮 沢 派),渡 辺 秀 央(中 曽根 派),桜 井新

(安 倍 派)の3人 で あ る。 残 り2人 は 田 中 角栄 と坂 上 富 男(社 会 党)で あ る。

ま た,今 回(昭 和62年4月)の 県 議 選 で は,県 全 体 で 自民 党 の 得票 率 は50.°6/,前 回(昭 和

58年)は54.0%0で あ った。3.4%の 低 下 で あ るが,全 国 平 均 の44.7%0に 比 べ る と高 い 。3区 内 に

お け る7市5郡 の 自民 党 の得 票 率 は47.2%で あ った。 県 議 の定 員63人 の うち,3区 の定 員 は18

人 で あ る。 そ の 党派 別 構 成 は 自民 党8人,社 会 党5人,県 政 会1人,無 所 属4人 で あ る。 さ ら

に,保 守 系 代 議 士 に よ る系 列 閥 を み る と,田 中角 栄 ・越 山会8人,渡 辺 秀 央 ・秀 央 会2人,村

山達 雄 ・山 紫会1人,桜 井新 ・一 新 会1人 で あ る。3区 内 の市 議 定 数 は186人 で あ り,そ の 内
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第1表 衆院選新潟第3区 各候補者の市町村別得票数

【3区 】

長 岡 市

三 条 市

柏 崎 市

小千 谷 市

加 茂 市

見 附 市

栃 尾 市

南 蒲 原郡

田 上 町

下 田 村

栄 町

中之島村

三 島 郡

越 路 町

三 島 町

与 板 町

和 島 村

出雲崎町

寺 泊 町

古 志 郡

山古志村

北 魚 沼郡

川 口 町

堀之内町

小 出 町

湯之谷村

広 神 村

守 門 村

入広瀬村

南 魚沼 郡

湯 沢 町

塩 沢 町

六 日 町

大 和 町

刈 羽 郡

高 柳 町

小 国 町

刈 羽 村

西 山 町

村 山達 雄

(自 前)

17,788②

3,695sQ

4,314QQ

3,235●

2,822

3,356QQ

1,926

3,206●

1,015●

582QQ

616⑤

993QQ

4,397●

683●

575●

791aQ

418●

1,071Q

859●

246Q

246Q

1,448●

193●

273●

438●

178●

213

1240

29●

2,533

387●

935●

914Q

297

726

120●

304

199●

103●

西 川 攻(無新)

634

131

2,035

96

79

116

29

92

24

20

21

27

152

45

19

15

15

27

31

3

3

104

28

29

17

13

12

3

2

108

22

34

37

15

179

17

43

47

72

坂 上 富 男(社新)

17,1390

9,434

9,170

5,332zO

4,300Qz

2,837●

1,097●

4,802●

1,350

1,117●

1,415②

920QQ

4,897QQ

1,138

620

739●

745

555●

1,100QQ

1590

159

4,617

5620

932QQ

1,137QQ

517QQ

877●

514●

:p

6,846QQ

735QQ

2,050QQ

2,783

1,278③

2,099QQ

335

:.gyp

457

447

渡 辺 秀 央(自前)

12,758●

10,319zQ

3,765●

1,975

2,386●

5,682Q

6,882aQ

4,745●

937sQ

1,485QQ

1,193●

1,130zQ

5,451②

1,326Q

704●

743●

393●

529

1,756●

227QQ

227QQ

4,359●

522●

751●

・ﾟi4

370●

979●

521QQ

518②

3,558●

411●

1,533●

1,080●

534●

1,447

2060

872Q

283

86

田 中 角 栄

(無 前)

34,970QQ

16,344QQ

23,429

11,161①

7,768QQ

9,692iQ

7,800iQ

10,362iQ

2,419①

2,790

2,380iQ

2,773iQ

15,493QQ

5,081Q

1,922QQ

1,823iQ

1,382QQ

1,798①

3,487Q

1,302①

1,302iQ

14,743iQ

2,067①

2,760QQ

2,464

1,808

2,697iQ

1,84001

1,107①

15,114●

2,268iQ

4,166

5,165QQ

3,515

10,884①

1,631

2,772①

2,082①

4,399QQ

丸 山久 明

(共 新)

4,416

1,948

2,249

766

762

930

384

781

254

185

191

151

726

1s9

79

84

41

56

267

16

16

856

68

190

245

96

131

113

13

1,722

226

,,;

750

298●

776●

85

446④

86

1590

桜 井 新

(自 前)

9,854●

4,316●

3,876●

4,188

1,7450

2,4590

645●

4,597●

972●

1,7010

954●

g70●

3,338Q

779●

374

423Q

421QQ

626aQ

715●

226●

226●

9,358aQ

770

1,812Q

3,148iQ

1,077

1,474aQ

996Q

810

16,596iQ

1,500zQ

4,265①

6,882QQ

3,949QQ

991●

149●

439

279●

124●

3区 計49,692⑤

得 票 率(%)11.11

3,758

0.84

72,72963,554179,062QQ
16.2614.2140.03

16,332

3.65

62,189●

1s.90

昭和61年7月6日 執行 総選挙投票率82.33%,○ 印の数字 は各市町村 での得票順位 を示す。

「朝 日i新聞」(新潟版)昭 和61年7月8目 付。
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第2表 新潟県議選各候補者の得票数(3区 内)
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選挙区陪 票剃 候 儲 名1党 派1系 列派閥1 備 考

長
岡

古^
志定
区数

ε

三
^

噸
市3

柏建

崎数

市&

撻
　

加定
茂数
市1口

　

見定
附数
市1

丶ノ

r-.

栃定
尾数
市1

口
　

南定
数

蒲1口
r-,

三定
数

島1
丶ノ
r-,

北定
数

魚1
口

南蹇

数

魚&
r,

刈定
数

羽1
口

当22,485

当21,024

当19,530

当14,048

13,002

4,949

当17,942

当13,288

12,248

2,512

当19,290

当16,986

1s,597

当13,528

13,037

当12,527

・..:

当12,898

11,921

当13,666

2,360

当16,591

5,924

当18,649

15,062

当21,218

14,035

当17,630

当16,696

13,792

当12,779

3,196

星野伊佐夫47

目黒吉之助53

中 川 良 一57

細 貝 幸 也60

上 原 仁54

大 塚 君 子70

太 平 武65

滝 口 恵 介49

嵐 嘉 明51

酒 井 次 男67

阪 田 源 一55

東 山 英 機42

西 川 勉60

広 井 忠 男43

大 淵 絹子42

高 橋 誠 一44

菊 田 征 治43

大塩 満 雄53

今 井良 松71

馬場潤一郎46

渋 谷 春 夫57

佐 藤 元 彦56

田 中 敏 文35

亘 太一郎56

五 十嵐淑郎66

高 橋 虎夫75

角 屋 久 次79

種 村 芳 正59

梅 沢 秀 次57

斎 藤 隆 景43

三 富 佳 一48

細 井 良 子35

自 現

社 元

社 現

自 現

自 現

共 新

社 元

無 現

自 現

共 新

社 新

自 現

自 現

自 現

無 新

無 新

自 現

無 新

無 現

自 現

共 新

自 新

共 新

無 現

無 現

県政現

自 現

自 新

社 現

自 新

自 現

共 新

越 山 会

山 紫 会

秀 央 会

秀 央 会

越 山 会

越 山 会

越 山 会

越 山 会

越 山 会

越 山 会

越 山 会

越 山 会

秀 央 会

越 山 会

越 山 会

秀 央 会

一 新 会

越 山 会

越 山 会

越山会前青年部長,越 山会
県議団長,4期
4期

3期

4期

4期

2期

越山会前県議団長

1期

越山県青年部長,2期

4期

社会推薦,1期

見附越山前会長,1期

見附越山会前顧問

4期

1期

2期

北魚沼郡越山会長,8期

1期

3期

越山会県議団幹事長,3期

昭和62年4月12日 執行,新 潟県会議員選挙,投 票率74.61%「 新潟 日報 」(中越版),

昭和62年4月13日 付か ら作成。
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第3表 新潟県議選各候補者の郡区町村別得票(3区 内)

【南 蒲】

田 上 町

下 田 村

栄 町

中 之 島 町

計

【三 島】

越 路 町

三 島 町

与 板 町

和 島 村

出 雲 崎 町

寺 泊 町

計

【長岡古志】

山 古 志 村

計

【北 魚】

川 口 町

堀 之 内 町

小 出 町

湯 之 谷 村

広 神 村

守 門 村

入 広 瀬 村

計

【南 魚】

湯 沢 町

塩 沢 町

六 日 町

大 和 町

計

【刈 羽】

高 柳 町

小 国 町

刈 羽 村

西 山 町

計

田 中

1,628

1,655

699

1,942

5,924

佐 藤

3,157

4,311

5,768

3,355

16,591

亘

1,301

2,259

2,866

2,405

2,825

6;993

18,649

五 十 嵐

7,985

1,876

1,347

760

1,517

1,577

15,062

大 塚

13

4,949

目黒

211

21,024

星 野

1,243

22,485

細 貝 上 原

290195

14,04813,002

中 川

180

19,530

高 橋

2,252

2,865

5,860

2,609

3,870

2,517

1,245

21,218

角 屋

1,907

3,890

2,168

1,431

2,572

1,466

601

14,035

梅 沢

1,747

5,471

7,034

2,444

16,696

斎 藤

1,994

4,421

4,754

2,623

13,792

種 村

1,972

4,123

..

5,047

17,630

三 富

1,919

3,496

2,701

4,663

1a,77s

細 井

457

1,598

486

655

3,196

「新潟 日報」(中 越版),昭 和62年4月13日 付か ら作成。
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第4表 市町村議市町村別 ・党派別当選者
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市議会議員選挙

0

0

0

O

O

0

市 名

新 潟 市

長 岡 市

三 条 市

柏 崎 市

新 発 田 市

新 津 市

小 千 谷 市

加 茂 市

十 日 町 市

村 上 市

燕 市

栃 尾 市

糸 魚 川 市

白 根 市

定 数

52

35

30

32

32

32

25

22

26

22

20

20

24

24

自民i社 会1公 明i既1共 産1無飆 合 計

計1副 計 【計1副 副 新 陳1元1女

3

10

6

2

1

3

10

5

4

4(1)

8

6

1

3

1

2

5

2

5

2

2

2(1)

1

1

1

1

1

2

1

3

1

2

3

1

1

1

7(1)

3

2(1)

3

2(1)

3(2)

1

2

2

2

1

1

1

1

24(2)

24(1)

10

20

20

15

20

15

22

18

14

17

18

21

6

1i(1)

4

9

1i<1)

7(1)

9

5

5

3

3

4

10

5

45(3)

24

2sCi)

22(2)

21

24(1)

16

17

20

19

17

13

13

19

1

1

1

1

3

1

3

1

1

2

1

2

合 訓396125[5・(・)【 ・9(・)1・2i3・(5)1258(3)lg2(3)1296(7)181・ ・

町村議会議員選挙

町 村 名

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

安 田 町

京 ケ 瀬 村

黒 川 村

小 須 戸 町

横 越 村

亀 田 町

弥 彦 村

巻 町

黒 埼 町

味 方 村

月 潟 村

田 上 町

下 田 村

中 之 島 村

寺 泊 町

川 口 町

堀 之 内 町

小 出 町

湯 之 谷 村

広 神 村

入 広 瀬 村

定 数

20

18

18

18

18

26

18

26

26

16

14

22

24

20

22

16

20

22

18

18

14

自民1社 会1公 喇 既1共 産【無祠 合 計

副 計1副ql副 副 新1刻 元1女

1

1

3

2

1

1

1

4

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

2

1

1

2(1)

1

1

19

17

18

15

14

20

16

23

22

15

14

16

23

20

19

15

18

zoCi>

18

18

14

9

3

5

4

4

6

1

7

5

5

1

3

5

5

3(1)

7

4

4

6

7

4

11

15

13

13

14

20

16

18

20

11

13

18

18

14

19

8

16

16(1)

10

9

10

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1



0

0

0

0
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湯 沢 町

高 柳 町

刈 羽 村

西 山 町

松 代 町

大 潟 町

中 郷 村

板 倉 町

能 生 町

青 梅 町

粟 島 浦 村

新 穂 村

小 木 町

赤 泊 村

20

14

18

20

18

22

1s

20

22

20

10

16

16

14

6

2

3

2

1

社 会 学 部 論 叢 第21号

1

1

1

1

1

1

1

17

14

18

19(1)

17

18

17

19

13

20

10

16

15

14

4

4

9

8

7

5

5

4

6

5

3

8

5

6

15

10

9

10ci)

10

17

12

16

15

15

7

8

10

6

1

2

1

1

1

1

2

1

小 計[662【7126【61・12・(・)16・ ・(2)1・77(・)i462(2)12313

補 欠選 挙

岩

潟

津

山

室 村

東 村

川 町

北 町

1

1

2

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

小 訓61 【6131[31

【合 訓66817【26i6
121(1)607(2)180(1)462(2)263

(注)()内 は女性当選者

○印は3区 内の市町村

厂i新潟 日報」(中 越版),昭 和62年4月28目 付か ら作成。

自民 党 は13人(7.o/0),革 新 社 会 ・公 明 ・民 社 ・共 産49人(26.3%0),保 守 系 無 所 属111

人(59.7%),革 新 系 無 所 属13人(7.0%)で あ る。 ま た,3区 内 の33市 町 村 の首 長 は 全 員 保 守

系 無 所 属 で あ る。

以 下,こ れ か らの考 察 のた め に まず3区 政 治 地 図 の 資料 をあ げ て お こ う(第1～6表)。

第5表 新潟県 内の議員 ・党派別当選者数

県 議

市 議

町 村 議

合 計

定

数

63(100.0)
<6s><100.0>

396(100.0)
(418)

668(100.0)
(699)

1127(100.0)
(1182)

自

民

社

会

公

明

民

社

共

産

無所

属

39(61.9)17(27.0)1(1.6)1(1.6)1(1.6)4(6.3)
(49)(75.4)(10)(15.4)(1)(1.5)(1)(1.5)(1)(1.5)(3)(4.6)

25(6.3)51(12.9)19(4.8)12(3.0)31(7.8)258(65.2)
(39)(54)(20)(17)(29)(259)

7(1.0)26(3.9)6(0.9)1(0.1)21(3.1)607(90.9)
(6)(26)(8)(1)(24)(634)

71(6.3)94(8.3)26(2.3)14(1.2)53(4.7)869(77.1)
(94)(90)(29)(19)(54)(896)
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県 議

市 議

町 村 議

合 計

現 新 元
女

性

441630
(41)(20)(4)(0)

29692810
(310)(98)(10)(7)

462180263
(479)(181)(39)(3)

8022883713
(830)(299)(53)(10)

(注)表 の上段数字 は今回当選者数。下段 の カ ッ

コ内は改選前 あるいは前回当選者数。県議

の社会 には県民連合2人,無 所属 には県政

会2人 を含む。町村議には補選 を含む。

「新潟 目報」(中 越版),昭 和62年4月28

日付。

第6表 県議選の保革得票比率(0)

0

0

0

O

O

0

O

0

0

0

0

O

全

新

長

上

柏

新

新

小

加

十

見

村

栃

糸

新

五

両

白

豊

北

中

西

南

東

北

南

中

刈

岡 ・ 古

発

千

日

燕

魚

県

潟

志

越

条

崎

田

津

谷

茂

町

附

上

尾

川

井

泉

津

根

栄

蒲

蒲

蒲

蒲

蒲

島

魚

魚

魚

羽

保守
62年

革新

67.2

48.8

52.1

52.8

55.5

63.5

65.7

56.8

50.9

43.6

100

100

87.2

100

85.3

90.1

45.2

100

47.8

59.5

64.1

76.2

73.7

67.2

100

100

65.3

100

:1/

32.8

51.2

47.9

47.2

44.5

36.5

33.3

43.2

49.1

56.4

12.8

14.7

9.9

54.8

52.2

40.5

35.9

23.8

26.3

32.8

34.7

20.0

保守
58年

革新

72.5

51.5

62.6

73.5

63.7

68.5

67.2

62.5

75.1

56.9

97.0

100

95.2

100

86.1

96.9

83.5

52.2

47.7

67.0

67.0

77.2

92.7

86.3

100

85.3

100

81.9

27.5

48.5

37.4

26.5

36.3

31.5

32.8

37.5

24.9

43.1

3.0

4.8

13.9

3.1

16.5

47.8

52.3

33.0

33.0

22.8

7.3

13.7

14.7

18.1

保守
54年

革新

66.5

57.6

53.3

58.0

48.6

55.5

53.5

45.7

100

80.2

57.6

56.2

55.8

55.4

100

70.5

82.1

57.6

54.8

100

100

59.9

33.5

42.4

46.7

42.0

51.4

44.5

46.5

54.3

1g.s

42.4

43.8

44.2

44.6

29.5

17.9

42.4

45.2

40.1
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東

中

西

岩

佐

頸

頸

頸

船

渡

82.6

92.1

72.5

17.4

7.9

27.5

..

71.4

85.2

98.5

81.3

11.3

28.6

14.s

1.4

18.7

100

74.3 25.7

(注)保 ・革 とも得票率 のない ところは無投票区

○ 印が3区 内の投票 区

新潟 日報社,『 データ'87選 挙』,昭 和62年,P.39.

H越 山 会 支 配

新潟3区 を語るぼあい,越 山会に触れないわけにいかない。昭和21年,戦 後2回 目の第22回

総選挙に田中角栄が進歩党新人候補として立候補 した時に成立した越山会は,今 日まで41年 の

歴史をもっている。現在,会 員数公称約10万 人である。これは3区 有権者559,534人 の約17.9/

にあたる。そ して,前 回(昭 和58年12月)の 総選挙では田中に220,761票(得 票〉'46.6%),今

回(昭 和61年7月)は179,062票(得 票率40.o/0)を 出した。今回の選挙で特徴的なことは,田

中の40年間で17回 目のこの選挙にはじめて肉親が応援にかけっけたことと,3区 入 りした40人

近 くの代議士のすべてが非創政会であったことである。県議では3区18議 席中8議 席を占め,

落選者5人 を含めた得票数は197,508票(得 票率45.o/0)で ある。過去20年 間の越山会系県議数

の推移はっぎのようである(第1図)。

第1図 越山会系県会議員数の推移 第2図 越山会組織図

田 中元首相

東京事務所

越山会県本部
会 長 片岡甚松越後交通社長
筆頭秘 書 本間幸一越後交通専務

越山会県議団8人
星野伊佐夫団長
三富佳一幹事長

「新潟 日報」(中 越版),昭 和62年7月22日 付。
全
越
山
会
婦
人
部
連
絡
協
議
会

(部
長
・荒
川
シ
ズ
エ
西
山
町
議
)

全
越
山
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

(部
長
・
東
山
英
機
県
議
)

刈

羽

郡

南

魚

沼

郡

北

魚

沼

郡

三

島

郡

南

蒲

原

郡

栃

尾

市

見

附

市

加

茂

市

小

千

谷

市

柏

崎

市

三

条

市

長
岡
市

・
山
古
志
村

上記12郡 市に越 山会連絡協議会を組織。

さ らに33市 町村越 山会、その下に旧町村

灘鑠雛欝蠶
「新潟 日報」(中 越版),昭 和62年7月22日 付。
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第7表3区 市町村議会の越山会系議員

ユ21

V

V

V

v

V

V

V

V

v

V

V

v

v

V

V

V

U

v

V

v

長 岡 市

三 条 市

柏 崎 市

小 千 谷 市

加 茂 市

見 附 市

栃 尾 市

南 浦 田 上 町

下 田 村

栄 町

中之 島 町

三 島 越 路 町

三 島 町

与 板 町

和 島 村

出雲 崎 町
'寺 泊 町

古 志 山古 志 村

北 魚 川 口 町

堀 之 内町

小 出 町

湯之 谷 村

広 神 村

守 門 村

入広 瀬 村

南 魚 湯 沢 町

塩 沢 町

六 日 町

大 和 町

刈 羽 高 柳 町

小 国 町

刈 羽 村

西 山 町

越 山 会 系 議 員

議 員 数

8人

7

15

11

5

10

10

6

6

7

9

15

10

7

3

9

6

9

9

5

4

11

9

7

8

4

6

10

8

11

6

12

16

三 区 全 体 279

占 有 率

22%

19

47

44

21

45

50

27

25

32

45

68

56

39

17

50

25

64

50

25

18

61

45

39

57

20

23

33

31

69

27

67

80

61年 同 日選

田中得票率

35.8%

35.3

47.9

41.7

39ユ

38.6

41.5

34.7

35.4

35.1

39.8

54.9

44.7

39.4

40.4

38.5

42.4

59.7

49.1

40.9

30.2

44.5

42.2

44.7

60.5

40.8

31.0

29.3

35.5

64.1

48.3

60.6

81.6

37 40.0

(注)V印 が昭和62年4月 改選議会。

「新潟 目報」(中 越版),昭 和62年7月22日 付か ら作成。

また,市 町村議で279議 席を有 し,こ れは3区 の37%を 占めていることになる。さらに,市 町

村長は33人 中22人 を直系か系列下においている。

今回(昭 和62年4月)の3区 内の改選市町村議会は6市14町 村であり,432の 議席を目指 し

て468人 が立候補 した。改選議会の越山会系の市町村議は,昭 和62年4月3目 現在,187人 で
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あり,越 山会は197人 の候補を立てた。他の保守系派閥では,渡 辺秀央 ・秀央会約70人,桜 井

新 ・一・新会約70人,村 山達雄 ・山紫会約50人 である。越山会は,他 の派閥の3～4倍 の候補者

を立てることになる。これは全立候補者の4&3%に あたる。なかでも,田 中の出身地刈羽郡西

山町では定員20人 に対 して19人,同 郡高柳町でも定員14人 に対 して13人 を立てた。柏崎市,栃

尾市,湯 之谷村,入 広瀬村,川 口町,広 神村でも越山会は立候補者の過半数を占めた。そ して,

越山会立候補者197人 のうち,172人,87.3%を 当選させた。昭和62年7月 現在,3区33市 町村

議会に占める越山会系議員はっぎの通 りである(第7表)。

上にみるように,田 中角栄元首相の今 日までの2年6ヵ 月にわたる不在にもかかわらず,越

山会は依然 として3区 の政界を支配 している。これは衆院5人 区ということを考えてみても,

その支配力の強大さがわか るであろう。

しか し,中 央政界においては,昭 和47年 以来15年 間にわたって自民党の最大派閥であった田

中派は,昭 和62年7月4日 をもって解体 した。当初81人 で出発 し,昨 年(昭 和61年7月)の 衆

参同日選挙では自民党の派閥史上はじめて141人 になった。この10数年にわたって派閥の総裁

候補をもたなかったことは,派 閥の本来的 目的か ら逸脱 している。 もちろん,二 階堂擁立劇や

創政会騒動は,派 内から総裁候補を出そうとする一っの動 きであった。田中病気不在は,組 織

体 としての田中派の内部の緊張を高めた。その緊張の頂点が,昭 和62年7月4日 の竹下派 「経

世会」の発足である。田中派はこの竹下派 と,こ れに反発する二階堂旧田中派会長系と,中 立

を標ぼ うする小沢辰男(新 潟第1区)旧 田中派事務総長を中心 とグループの三っに分裂 した。

因みに,そ れぞれの派閥の所属議数は竹下派が113人,二 階堂系が15人,小 沢グループが13人

である。そして,新 潟県越山会は二階堂を支持 している。旧田中派議員では,新 潟第2区 の渡

辺紘三は流動的であるが,4区 の高鳥修は竹下派へ移動 した。

こういった中央政界の変動 と同時に,っ ぎにみるように第3区 の地方政治において もその地

位は揺 らぎっっある。

加茂市では,今 年(昭 和62年)4月 越山会系市長に代わ って村山達雄 ・山紫会系の太田大三

郎市長が,ま た南蒲原郡田上町では昨年6月 桜井新 ・一新会系の高野喜衛町長が誕生 した。一

新会は,す でに昭和57年11月 に3区 ではじめて北魚沼郡小出町で桜井宗町長を誕生させている。

っぎの第3図 は,新 潟日報社が,(1)昭 和61年 度総選挙での田中角栄の得票率,(2)市 町村議会

での系列議員の占有率,(3)市 町村長の系列化,(4)郡 市単位での系列県会議員の有無の4要 素を

ポイン ト化し作成 した3区 における田中支配度である。

昨年(昭 和61年)の 衆参同日選で,田 中は第3図 にみ るように5群 の市町村は六 日町を除い

て議会占有率を上回る30～40%の 得票率があるが,湯 沢町と和島村以外はいずれ も3区 平均の

得票率40.o/0を 下回っている。

越山会が強力な支配力をもっのは,1群 と2群 の15市町村である。支配度が最 も高いのは田

中の出身地である西山町である。田中得票率81.6%,町 議会占有率80%で ある。以下,支 配度



の高い地域は高柳町,刈 羽村,山

古志村,入 広瀬村,越 路町,川 口

町,湯 之谷村,柏 崎市,見 附市 と

続 く。この1群 と2群 の首長は全

員が越山会直系(◎ 印)か 系 列

(○印)で ある。議会占有率 も小

国町を除いて3区 平均を大きく上

回る40%以 上であり,10市 町村は

50%を 越える占有率である。

この越山会支配の構図は,3区

衆院議員の勢力地図を反映してい

る。っまり,田 中支配度が相対的

に低い4群,5群 の市町村は村山

達雄,渡 辺秀央,桜 井新,坂 上富

男らの地盤である。北部の三条市,

加茂市,南 蒲原郡は昭和51年 初当

選の渡辺秀央,61年 初当選の坂上

富男の地元であり,南 部の南魚沼

郡,北 魚沼郡は55年初当選の桜井

新の地元であり,3区 の拠点都市

長岡市は村山達雄…の地盤である。

っぎに,県 議選,市 町村議選,

市町村長選の具体的な事例から越

山会支配の変化をみよう。

衆院3区 内には,現 在(昭 和62

年4月)14人 の保守系県議がいる

が,か れ らの全員が保守系の代議

士4人 に系列化されている。因み

に衆院1区 では保守系県議11人 中

10人が2人 の代議士の系列下にあ

る。同様に,2区 では県議10人 中

6人 が3人 の代議士に,4区 では

県議9人 中4人 が2人 の代議士に

系列化されている。

地方議員の系列化過程

第3図3区 におけ る田中支配度

123

(注)「3区 における田中支配度」は③61年 総選挙 での

田中元首相得票率(第7表)② 市町村議会での系 列議

員 占有率(第7表)③ 市町村長の系列(地 図各市町

村 に表記)④ 郡市単位 での系列県会議員 の有無一 の4

要 素をポイ ン ト化 し,加 算 した。①,② は百分率 をそ

のままポイ ン トに。③(首 長 の色分 け基準参照)は ◎

は30,0は20,△ は10ポ イ ン トした。④ については系

列県議 を持つ都市 に15ポ イ ン トを加 えた。

1群 はポイン ト150以上,2群 は同120以 上,3群 は

100以 上120未 満,4群 は100未 満,5群 は80未 満 とな

って いる。1群 は越山会支配度 が最 も高 い グループ。

2,3,4群 と次第 に支配度は低 くな り,5群 は越 山

会支配度が相対的 に弱い グル ープとな ってい る。

【首長 の色分 け基準】

◎ …市 町村,地 区越山会長 を兼任(経 験 者,副 会長

を含む)。

○ …現 在,市 町村越 山会 の顧問,会 員。総選挙では

田中元首相 を重 点支援 する。

△…総 選挙では田中元首相 だけでな く保守他派 も支

援。

×…他派後援会の役員経験者。 あるいは総選挙 では

田中元首相以外 に重点を置 く。 または革新系 も支援す

る。(新 潟 日報社調べ)

「新潟 日報」(中 越版),昭 和62年7月22目 付。
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さて,3区 の保守系代議士は,田 中角栄(無 所属),村 山達雄(自 民,宮 沢派),渡 辺秀央

(自民,中 曽根派),桜 井新(自 民,安 倍派)の4人 である。田中角栄は越山会,村 山達雄は

山紫会,渡 辺秀央は秀央会,桜 井新は一新会 という地元後援会をそれぞれもっている。

田中角栄 ・越山会は県議8人,村 山達雄 ・山紫会は1人,渡 辺秀央 ・秀央会は2人,桜 井

新 ・一新会は1人 を系列化 している。前回(昭 和48年4月)と 比べて,田 中 ・越山会は5人 減

少させ,桜 井 ・一新会は始めて系列県議をもったことになる。

第8表 新潟3区 保守系代議士による県会議員の系列化

代議士名1県 議 名 陣 鴎 選回剃 驃 数【 落 選 者

田

中

角

栄

村山 達雄

渡辺 秀央

高 橋 虎 夫

星 野 伊 佐 夫1

広 井 忠 男

,馬}場潤 一 郎

三 富 佳 一

東 山 英 機

大 塩 満 雄

佐 藤 元 彦

(北 魚 ⑧)

(長岡 ・古志 ④)

(小 千 谷 ④)

(栃 尾 ④)

(刈 羽 ③)

(柏 崎 ②)

(見 附 ①)

(南 蒲 ①)

21,218

22,484

13,528

13,666

12,779

1x,986

12,898

16,591

細 貝 幸 也1(長 岡 ・古志 ④)1・4,・48

滝 口 恵 介

亘 太 一 郎

(三

(三

条 ②)

島 ②)

13,288

18,649

桜井 新 陣 村 芳 司(南

▲嵐 嘉 明(三 条)12,248

▲西川 勉(柏 崎)16,587

▲菊 田 征治(加 茂)9,668

▲五十嵐淑郎(三 島)15,062

斉藤 隆景(南 魚)13,792

▲上原仁(長 岡 ・古志)13,002

▲角屋 久次(北 魚)14,035

無 系 列

魚 ①)1・7,63・1

[▲ 今井 良松(見 附)・1,92・

(注)▲ 印は現職 であった ことを示す。今井良松は現職時は越山会であ った。

新潟 目報社,『 デ ータ'87選 挙』,昭 和62年,P.7.

今回(昭 和62年4月)の 県議選において,自 民党は公認 ・推薦の現有48議 席 を36議席に減 ら

し(25%減),社 会党は現有9議 席を18議席に倍増させた。公明党,民 社党,共 産党はそれぞ

れ改選前,新 議席1で 変化がないし,ま た県政会 も2議 席で変化がない。この状況のなかで,

田中角栄 ・越山会の13議席から8議 席への激減(38.5%0減)は 顕著である。5議 席の減少は加

茂市,三 条市,三 島郡,柏 崎市,南 魚沼郡である。

この越 山会の大量落選の要因は,越 山会にとって外部的要因と内部的要因に分けることがで

きる。まず,外 部的要因には,今 回の選挙で最大の争点 となった売上税問題 社会党の追いあ

げ,公 共投資の減少,若 手代議士の抬頭,定 数2の 減少等々があげ られる。っぎに,内 部的要

因のなかの最たる支配的要因は田中角栄元首相の病気不在による,組 織の凝集性の減少である。

越山会の人的運営,経 済的運営がスムースに機能 していない。立候補予定者の選出時の トラブ

ル(南 魚沼郡),現 ・元越山会役員の同時立候補 と,除 名された元越山会立候補者に対する他

の保守系陣営の接近(見 附市)な どがそのままの形で選挙戦に持ち込まれることは,越 山会組

織の弱体化のあらわれである。
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また,資 金難 も容易に考えられる。田中ファミリー企業→ 目白→中央政界あるいは新潟3区

への資金の流れが円滑に行 くのは,田 中元首相の強大な政治力が背景にあってこそのものであ

る。新潟越山会は集票機関でこそあれ,集 金能力はない。したがって,今 後資金難がそのまま

3区 越山会の勢力の衰退に結び付 くことが予想される。

現在その動 きがあるようにいずれ,越 山会市長や県議が田中後継を名乗って衆院に出てくる

であろうし,ま た3区 の主導者を目指す2人 の若手現代議士の動きによって,県 議の系列化は

近い将来大きく変わることが予想 され る。

今回(昭 和62年4月)の 統一地方選では,432議 席 をめ ぐって468人 の候補者が争った。当選

者のうち,党 派が明らかな398人 の系列はっぎの通 りである。

第9表 市町村議党派別当選者

i議 員数(%)1飃 前増副
各市町村での増減,お よび議席

田 中 角 栄 系 179(45.0) 一8

川 口町一1,長 岡市 ・小 出町 ・入広瀬村

各一2,堀 之内町一3,広 神村 一3,湯 ノ

谷村+4。 長 岡市8,堀 之 内町5,小 出町4

渡 辺 秀 央 系 53(13.3)1+4陣 岡市輔 之内町5

社

桜

村

共

公

民

会 党

井 新

山 達 雄

産 党

明 党

社 党

系

系

系

系

系

系

45(11.3)

44(11.1)

39(9.8)

19(4.8)

10(2.5)

9(2.3)

一r

-f-11

長 岡市9

長 岡市5,堀 之 内町6.長 岡市+2,小
出町8,刈 羽村+2

長 岡市5

長 岡市3

長 岡市2

長岡市1

計 1398(100.0)
「新 潟 日報」(中 越版),昭 和62年5月3日 付,8月17日 付 か ら作成 。

越山会は,改 選前より8議 席減 らしたが,依 然として,当 選議員数の45%を 占めている。し

か し,小 出町を除 く全首長が越山会系の北魚沼郡で町村議の議席を減 らしている。たとえば,

川口町では越山会幹部を含む現職3人 が落選して改選前に比べて1議 席減っているし,広 神村

では3議 席,小 出町 と入広瀬村ではそれぞれ2議 席減 らしている。北魚沼郡7町 村における越

山会の議席減少の要因は,桜 井新 ・一・新会の勢力伸長がある。因みに,同 郡における越山会系

議員は49人,一 薪会系議員は22人 である。しかし,堀 之内町にみられ るように,双 方の派閥が

同数(5人)の ぼあいもみられる。

長岡市は,3区 の中心であって,各 派のi勢力をいち早く反映するところである。ここでも越

山会は10人が立候補 し,2人 が落選 した。現有議席10か ら8へ 後退した。同市における党派構

成(定 数35)は,社 会党9人,村 山達雄 ・山紫会,渡 辺秀央 ・秀央会各4人,桜 井新 ・一新会,

共産党各3人,公 明党2人,民 社党1人 である。

また,渡 辺秀央の伸長 している三区の北部の三条市,南 蒲原郡下田村,田 上町 三島郡寺泊
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町で も越山会系議員の議席に占める割合は20%台 になっている。

このようにみると,現 在,地 方議員の45%を 系列化にお く越山会 も3区 の南部からは 桜井

新 ・一新会によって,北 部からは渡辺秀央 ・秀央会によって次第に蚕食されていることがわか

る。

桜井新 ・一一新会は,3区 南部に勢力をもっている。特に,本 拠地の南魚沼郡六日町では昨年

(昭和61年7月6日)の 衆参同日選(有 権者数19,000,投 票率:・'・)に おいて田中角栄5,165

票に対 して桜井新6,882票,ま た今年4月12日 の県議選(有 権者数19,909,投 票率98.80)に おい

ても越山会直系の斉藤隆景4,754票に対 して,一 新会直系の種村芳正6,488票 といったように,

いずれ も田中票を1,700票 も上回っている。

このような状況のなかで,今 年4月26日 六 日町長選が保革で戦われた(有 権者19,853,投 票

率8&30)。 結果は保守で現職の大谷欣一が自民党推薦,4代 議士連合,町 議会の23の保守系議

員の支持を得て,町 議6期 社会党推薦の中条敏巳を破って,3選 を果たした(大 谷欣一9,797

票,中 条敏巳7,607票)。

大谷欣一町長 自身は,越 山会に対しても一新会に対しても等距離というが,一 新会は越山会

寄 りだ とみている。今回の町長選において,当 選を確実にさせたのは一新会であった。投票 日

3日 前に一新会町議団による独自の街頭PR,2日 前からは桜井代議士が張 砂付いた。これ ら

の一新会の活動は∫大谷町長の越山会色を薄め,一 新会のi勢力を拡大す るためのものである。

今回,一 新会が直系候補を出さなかった理由は保守同士の戦いで革新に座を取 られる可能性が

あったからである。しかしいずれ,独 自候補を立てることになろう。

皿 むすび 地方議員の系列化パタン

これまでの具体的にして経験的な事実の記述か ら,地 方議員の系列化のパタソを描いてみよ

う。そのぼあい,図 式化をしやす くするために,現 実の争いを特化 して,越 山会,秀 央会,一

新会の三者で考えてみたい。'

3区 北部を地盤とする秀央会は,北 部では越山会 と対立 し,3区 全域でポス ト田中の主導権

を目指 して一新会 と戦っている。また,3区 南部を地盤 とする一新会は南部では越山会と対立

し,3区 全域でポス ト田中の主導権を目指 して秀央会 と戦っている。したがって,秀 央会は南

部の一新会の地盤では越山会 と協力 し,一 新会 と敵対する(た とえば,県 議選南魚沼選挙区)。

逆に,一 新会は北部の秀央会の地盤では越山会と協力し,秀 央会と敵対する(た とえぼ,県 議

選見附選挙区)。 秀央会と一新会とは互い にポス ト田中の主導権を狙 っているので協力す るこ

とはない。

っまり,越 山会の支配に対 して秀央会と一新会 とが一致 してことにあたることはない。か っ

て,G.ジ ソメルは上位者Aの 圧政に対する下位者B,Cの 対応の仕方にごっの型を示 した。

一っは上位者Aの 圧政に対 して下位者BとCが 結合す るぼあいであ り,二 っは下位者BとCが
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分離するばあいである。後者の例 として17世紀イギリスの国教徒の支配によるカ トリック教徒

と長老会教徒の敵対,ト ルコ ・イスラム教における異なった母親から生まれたひとっのハレム

の子供の間の敵意を挙げている(G.ジ ソメル,1908,居 安正訳,1970,『 社会分化論 社会

学』青木書店,pp.243～244)。 カ トリック教徒と長老会教徒の間にある憎悪が,ひ とっのハ

レムの子供たちの間にある嫉妬が下位者間に不統一をもたらしているという。 しか しなが ら越

山会支配に対 して秀央会 ・渡辺秀央(55)と 一新会桜井新(57)の 間にあるのは憎悪,嫉 妬よ

りも3区 の新たな主導権 という具体的な資源をめ ぐる闘争である。

これ を図示するとっぎのようである。

第4図 系 列 化 の パ タ ン

(a)3区 北部のぼあい

越 山会

協カ

ー新会

敵対

敵対

秀央会

(b)'3区 離 の瞞 い

越山会 ・

敵対 協カ

ー新会 秀央会

敵対

/

現在,田 中病気不在の状況のなかで,越 山会との距離をどのようにとるかを最 も悩んでいる

のは各首長ではなかろうか。非越由会系の首長や越山会と自分 とを同一視している首長は問題

がない。 しかし,そ の他の首長は自らの選挙戦術上,あ るいは地位の維持存存のために代議士

派閥の系列に入 り,ま た代議士は自らの集票力と地域支配力の増強のために首長を系列化する。

この構図は県議や市町村議とまった く同じである。首長の多 くは,一 挙に越山会を離れること

はなく,一 旦中立を装い,他 の保守系代議士と等距離を強調する。そして,っ ぎには所属派閥

を決めることになる。あるいは もうその動きが出ているように,越 山会以外の派閥が首長候補

を立てる可能性 もある。

〔本研究は佛教大学学会昭和61年 度特別研究助成による成果の一部である〕



社会学部のあゆみ

略年譜

昭和42年4月

昭和43年4月

昭和46年4月

昭和47年4月

昭和48年4月

昭和51年4月

昭和52年4月

昭和59年4月

昭和61年4月

社会学部設置 文学部社会福祉学科入学定員30人を社会学部社会福祉学科入学

定員50人に移行 社会学科入学定員50人を開設

通信教育課程 文学部社会福祉学科入学定員300人を社会学部社会福祉学科入

学定員500人に移行 社会学科入学定員500人を開設 、

社会福祉学科入学定員100人に変更

大学院社会学研究科社会福祉学専攻修士課程設置

社会学科入学定員100人に変更

大学院社会学研究科社会学専攻修士課程設置

社会福祉学科入学定員120人に変更 社会学科入学定員180人に変更

大学院社会学研究科社会学 ・社会福祉学専攻博士課程設置

通信教育課程 社会福祉学科入学定員1000人に変更

社会福祉学科入学定員150人に変更 社会学科入学定員220人に変更

社会福祉学科臨時入学定員200人に変更 社会学科臨時入学定員270人に変更

社会学部長

秦 隆真

久保田 治

三船祥二郎

上田 千秋

筆谷 稔

斉藤 政夫

森田 久男

昭和42年4月 ～昭和46年3月

昭和46年4月 ～昭和48年3月

昭和48年4月 ～昭和54年3月

昭和54年4月 ～昭和56年3月

昭和56年4月 ～昭和57年5月

昭和57年9月 ～昭和60年3月

昭和60年4月 ～


